
昭
和
二
十
五
年
三
月

昭
和
二
十
八
年
三
月

昭
和
二
十
九
年
六
月

昭
和
五
十
年
四
月

平
成
六
年
四
月

ﾘｻ；雛

欄
略
歴 、r覇燃、

■

穂

11

東
京
文
理
大
学
哲
学
科
卒
業

東
京
文
理
大
学
哲
学
研
究
科
修
了

身
延
山
短
期
大
学
講
師

身
延
山
短
期
大
学
教
授

身
延
山
短
期
大
学
図
書
館
長

た
か
は
し
ざ
ょ
う
し
ょ
う

高
橋
堯
昭
先
生

本
籍
地
静
岡
県
富
士
市
今
井
二
’
七
’
一

生
年
月
日
昭
和
二
年
一
月
十
九
日

現
住
所
静
岡
県
富
士
市
今
井
二
’
七
’
一

(3）



海
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
と
仏
教

思
想
と
そ
の
基
盤

戒
と
そ
の
基
盤

バ
ー
ル
フ
ッ
ト
彫
刻
か
ら
ガ
ン
ダ
ー
ラ
仏
へ

七
世
紀
初
期
の
宗
教
事
情
と
仏
教
の
基
盤

仏
教
と
基
盤
社
会
と
の
対
応

平
成
七
年
四
月

平
成
十
二
年
三
月

昭
和
三
十
年
四
月

昭
和
四
十
九
年
四
月

学
会
及
び
社
会
に
お
け
る
活
動
等

研
究
業
績

学
術
論
文

身
延
山
大
学
仏
教
学
部
教
授

身
延
山
大
学
名
誉
教
授

日
本
仏
教
学
会
会
員

日
本
印
度
学
仏
教
学
会
会
員

単
著
昭
和
四
十
六
年
三
月
身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
四
三
号

単単単
著著著

単単
著著

昭
和
四
十
二
年

昭
和
四
十
三
年

昭
和
四
十
四
年

昭
和
四
十
一
年
三
月

昭
和
四
十
一
年
五
月

三
月

三
月

五
月

身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
四
十
号

身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
四
一
号

日
本
仏
教
学
会
編
『
仏
教
と
社
会
の
諸
問

身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
三
九
号

日
本
仏
教
学
会
編
「
仏
教
に
お
け
る
戒

”
「
仏
教
に
お
け
る
戒
の

問
題
」
（
平
楽
寺
書
店
）

題
」
（
平
楽
寺
書
店
）

(4）



メ
キ
シ
コ
中
央
高
原
文
化
に
つ
い
て
単
著

従
地
涌
出
の
宝
塔
を
求
め
て
単
著

パ
キ
ス
タ
ン
遺
跡
・
バ
マ
ラ
の
塔
と
末
法
意
識
単
著

ガ
ン
ダ
ー
ラ
彫
刻
と
大
乗
仏
教
の
推
移
単
著

大
唐
西
域
記
研
究
単
著

ラ
ダ
ク
（
西
チ
ベ
ッ
ト
高
原
）
そ
の
自
然
と
文
化
単
著

塔
と
僧
伽
ｌ
ガ
ン
ダ
ー
ラ
・
ア
フ
ガ
ン
の
仏
教
遺
跡
ｌ単

著

小
乗
の
中
の
大
乗
単
著

焔
肩
仏
を
手
が
か
り
と
し
て
単
著

ハ
ー
リ
テ
ィ
ー
と
パ
ン
チ
カ
像
の
背
景
単
著

火
と
光
（
仏
身
観
の
変
還
）
単
著

ガ
ン
ダ
ー
ラ
彫
刻
に
あ
ら
わ
れ
た
菩
薩
観
単
著

薬
王
品
の
一
視
点
ｌ
そ
の
火
焔
を
手
が
か
り
と
し
て
ｌ単

著

従
地
涌
出
ｌ
法
華
経
神
話
の
世
界
１
単
著

昭
和
四
十
七
年

昭
和
四
十
九
年

昭
和
五
十
年

昭
和
五
十
一
年

昭
和
五
十
二
年

昭
和
五
十
四
年

昭
和
五
十
五
年

昭
和
五
十
六
年

昭
和
五
十
八
年

昭
和
五
十
九
年

昭
和
六
十
年

昭
和
六
十
年

昭
和
六
十
年
六
月

昭
和
六
十
一
年
三
月 月 月 月月 月月月月 月 月 月 月

身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
四
四
号

身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
四
六
号

身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
四
七
号

身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
四
八
号

身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
四
九
号

身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
五
一
号

身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
五
二
号

身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
五
三
号

身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
五
五
号

身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
五
六
号

身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
五
七
号

日
本
仏
教
学
会
編
「
菩
薩
観
」

立
正
大
学
「
大
崎
学
報
」
第
一
三
九
号

身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
五
八
号

（
平
楽
寺
書
店
）

(5）



美
と
醜
（
ヤ
ク
シ
ニ
ー
の
底
辺
）
単
著
昭
和
六
十
二
年
三
月
身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
五
九
号

数
々
擴
出
単
著
昭
和
六
十
三
年
三
月
身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
六
十
号

従
地
涌
出
の
塔
ｌ
ガ
ン
ダ
ー
ラ
に
お
け
る
東
西
文
化
の
融
合
ｌ

単
著
平
成
元
年
三
月
身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
六
一
号

夜
叉
信
仰
の
背
景
単
著
平
成
元
年
三
月
「
印
度
学
仏
教
学
研
究
」
第
三
七
巻
第
二
号

兜
賊
毘
沙
門
天
の
背
景
そ
の
成
立
の
思
想
的
意
義
ｌ

単
著
平
成
二
年
三
月
身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
六
二
号

樹
と
釈
尊
（
東
洋
的
自
然
観
の
考
察
）
単
著
平
成
三
年
三
月
身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
六
三
号

僧
院
か
ら
仏
塔
崇
拝
へ
Ｉ
新
発
見
の
舎
利
箱
銘
文
に
よ
っ
て
ｌ

単
著
平
成
四
年
三
月
身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
六
四
号

信
仰
の
二
重
性
ｌ
ミ
ト
ナ
・
飲
酒
・
狩
猟
像
の
意
味
す
る
も
の
ｌ

単
著
平
成
四
年
三
月
「
印
度
学
仏
教
学
研
究
」
第
四
十
巻
第
二
号

僧
院
と
仏
塔
信
仰
１
カ
口
シ
テ
ィ
銘
文
を
手
が
か
り
と
し
て
ｌ

単
著
平
成
五
年
三
月
「
印
度
学
仏
教
学
研
究
」
第
四
一
巻
第
二
号

仏
塔
信
仰
の
二
重
性
単
著
平
成
五
年
三
月
塚
本
啓
祥
還
暦
記
念
論
文
集
『
智
の
解
遁
」

パ
ン
チ
カ
と
ハ
ー
リ
テ
ィ
に
見
る
仏
教
の
包
容
性
単
著
昭
和
六
十
一
年
三
月
日
本
仏
教
学
会
編
「
仏
教
と
神
祗
」

（
平
楽
寺
書
店
）

(6）



そ
の
他
（
著
書
）

風
流
説
法
わ
か
り
且

風
流
説
法
愛
と
思
い

わ
か
り
易

諸
律
に
記
さ
れ
た
「
二
仏
．
背
の
高
い
塔
の
博
泥
」
の
意
味
す
る
も
の
ｌ
ク
シ
ャ
ン
社
会
の
一
考
察
ｌ

単
著
平
成
五
年
十
二
月
「
印
度
学
仏
教
学
研
究
」
第
四
二
巻
第
一
号

竜
神
信
仰
と
仏
教
単
著
平
成
六
年
三
月
立
正
大
学
「
大
崎
学
報
」
第
一
五
○
号

一
仏
乗
の
も
と
に
単
著
平
成
六
年
三
月
身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
六
六
号

竜
神
信
仰
と
仏
教
の
包
容
性
単
著
平
成
七
年
三
月
「
印
度
学
仏
教
学
研
究
」
第
四
三
巻
第
二
号

一
仏
乗
の
も
と
に
ｌ
火
神
の
包
容
１
単
著
平
成
八
年
三
月
「
勝
呂
信
静
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
』

水
と
火
の
総
合
ｌ
所
謂
ミ
ラ
ク
ル
方
で
ス
ラ
バ
ス
テ
ィ
を
手
が
か
り
と
し
て

単
著
平
成
十
年
十
二
月
「
印
度
学
仏
教
学
研
究
」
第
四
七
巻
第
一
号

カ
ニ
シ
カ
仏
陀
コ
イ
ン
「
掌
中
の
珠
」
の
意
味
す
る
も
の単

書
平
成
十
年
三
月
身
延
山
大
学
仏
教
学
会

い
法
華
経

愛
と
思
い
や
り

一
九
九
○
年
一
月

一
九
九
六
年
十
二
月

宝
文
館
出
版

宝
文
館
出
版

他
、
エ
ッ
セ
イ
な
ど
多
数

「
身
延
論
叢
」
第
三
号

(7）



昭
和
二
十
七
年
三
月

昭
和
三
十
三
年
四
月

昭
和
四
十
二
年
四
月

昭
和
四
十
七
年
四
月

平
成
七
年
四
月

平
成
八
年
四
月

略
歴

『

立
正
大
学
仏
教
学
部
宗
学
科
卒
業

身
延
山
短
期
大
学
専
任
誰
師

身
延
山
短
期
大
学
助
教
授

身
延
山
短
期
大
学
教
授

身
延
山
短
期
大
学
図
書
館
長

身
延
山
大
学
図
書
館
長

望：本
籍
地

生
年
月
日

現
住
所 月：

海？

Ｉ
）
ゆ
で
℃淑

先
生

山
梨
県
南
巨
摩
郡
身
延
町
身
延
三
六
○
○
番
地

昭
和
五
年
六
月
二
十
三
日

山
梨
県
南
巨
摩
郡
身
延
町
身
延
三
六
○
○
番
地

(9）



よ
く
わ
か
る
法
華
経

法
華
経
に
お
け
る
信
の
研
究
序
説

白
き
蓮
の
道

仏
跡
を
あ
る
く

法
華
経
の
話

昭
和
三
十
一
年
四
月

昭
和
三
十
五
年
四
月

平
成
八
年

平
成
九
年

平
成
十
一
年

平
成
十
二
年

研
究
業
績

学
会
及
び
社
会
に
お
け
る
活
動
等

編
・
著
書

四
月

四
月

九
月

三
月

身
延
山
大
学
仏
教
学
部
教
授

身
延
山
大
学
仏
教
学
部
長

博
士
（
文
学
）
号
を
立
正
大
学
よ
り

身
延
山
大
学
名
誉
教
授

日
本
仏
教
学
会
会
員

日
本
印
度
学
仏
教
学
会
会
員

単単単
著著著

単単
著書

昭
和
四
十
年
三
月
身
延
山
樋
澤
坊

昭
和
五
十
年
一
月
身
延
山
樋
澤
坊

（
昭
和
五
十
三
年
四
月
七
面
山
敬
慎
院
よ
り
再
版
）

昭
和
五
十
一
年
七
月
エ
ー
ル
出
版
社

昭
和
五
十
五
年
五
月
山
喜
房
仏
書
林

平
成
一
年
四
月
東
方
出
版
社

(〃）



釈
尊
伝
（
新
仏
所
行
讃
物
語
）

私
に
と
っ
て
法
華
経
は

法
華
経
に
お
け
る
信
と
誓
願
の
研
究

當
於
如
来
余
深
法
中
示
教
利
喜
に
つ
い
て
単
著
昭
和
三
十
三
年
三
月

法
華
経
の
見
宝
塔
品
と
従
地
涌
出
品
に
お
け
る
自
冨
国
闇
と
画
箇
箇
に
つ
い
て

単
著
昭
和
三
十
三
年
三
月

法
華
経
の
神
力
に
つ
い
て
単
著
昭
和
三
十
三
年
六
月

法
華
経
の
虚
空
に
つ
い
て
単
著
昭
和
三
十
四
年
六
月

法
華
経
の
虚
空
に
つ
い
て
単
著
昭
和
三
十
四
年
十
二
月

虚
空
会
と
安
楽
行
品
単
著
昭
和
三
十
六
年
一
月

原
始
分
法
華
経
に
お
け
る
般
若
波
羅
密
単
著
昭
和
三
十
六
年
三
月

一
念
信
解
単
著
昭
和
三
十
七
年
一
月

法
華
経
に
お
け
る
女
人
成
仏
単
著
昭
和
三
十
七
年

同
右
単
著
昭
和
三
十
八
年

同
右
単
著
昭
和
四
十
年

学
術
論
文

単単単
著著著

平
成
四
年

平
成
八
年

平
成
十
一
年

四
月

八
月

六
月

宝
文
館
出
版

山
喜
房
仏
書
林

山
喜
房
仏
書
林

身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
三
二
号

「
日
本
仏
教
学
会
年
報
」
第
二
三
号

立
正
大
学
「
大
崎
学
報
」
第
一
○
三
号

立
正
大
学
「
大
崎
学
報
」
第
二
○
号

身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
三
三
号

「
印
度
学
仏
教
学
研
究
」
第
九
巻
一
号

身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
三
四
号

印
度
学
仏
教
学
研
究
第
十
巻
一
号

身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
三
六
号

身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
三
七
号

身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
三
九
号

(〃）



法
華
経
に
見
ら
れ
る
の
国
邑
冨
と
臣
ご
ョ
烏
ご

随
喜
功
徳
品
に
つ
い
て

世
親
「
妙
法
蓮
華
優
婆
提
舎
」
に
お
け
る
信

竺
道
生
・
妙
法
蓮
華
経
疏
に
お
け
る
信

法
雲
・
法
華
義
記
に
お
け
る
信

法
華
経
に
お
け
る
女
人
成
仏

五
種
法
師
に
つ
い
て
の
一
試
論

受
持
に
つ
い
て

一
切
衆
生
の
幸
福
と
安
楽
の
た
め
に

碑
銘
幻
想

碑
銘
幻
想
（
カ
ー
ル
リ
・
カ
ー
ン
ヘ
リ
見
学
報
告
）

信
に
関
す
る
一
考
察

且
三
日
烏
ご
と
吟
且
号
四

法
華
経
に
見
ら
れ
る
浄
土

法
華
経
の
分
別
功
徳
品
に
あ
ら
わ
れ
た
行
に
つ
い
て
単
著
昭
和
四
十
年
三
月
日
本
仏
教
学
会
編
耐

暑箸譽譽譽善署箸警単単単単単
著著著著著

昭
和
四
十
一
年

昭
和
四
十
三
年
十
一
月

昭
和
四
十
六
年
二
月

昭
和
四
十
七
年
二
月

昭
和
四
十
八
年
二
月

昭
和
四
十
九
年
二
月

昭
和
五
十
年
三
月

昭
和
五
十
年
十
月

昭
和
五
十
二
年
三
月

昭
和
五
十
三
年

昭
和
五
十
四
年

昭
和
五
十
五
年

昭
和
五
十
六
年

昭
和
五
十
七
年

月月 月 月 月

身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
四
十
号

身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
四
一
号

身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
四
三
号

身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
四
四
号

身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
四
五
号

身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
四
六
号

身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
四
七
号

身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
四
八
号

日
本
仏
教
学
会
編
「
仏
教
に
お
け
る
浄

唖
「
仏
教
に
お
け
る
浄

身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
五
十
号

身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
五
一
号

身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
五
二
号

身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
五
三
号

身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
五
四
号

土

思
想
』
（
平
楽
寺
書
店
）

「
仏
教
に
お
け
る
行
の

問
題
」
（
平
楽
寺
書
店
）

(J2)



智
頭
・
法
華
文
句
に
お
け
る
信

四
信
五
品
を
め
ぐ
っ
て

法
華
経
に
お
け
る
生
命
観

法
華
経
如
来
寿
量
品
に
お
け
る
「
顛
倒
」
考

「
霊
鷲
山
」
考

白
馬
寺
管
見

「
如
是
」
に
つ
い
て

法
華
経
に
お
け
る
信

日
蓮
聖
人
の
「
霊
鷲
山
」
を
め
ぐ
っ
て

法
華
経
方
便
品
の
「
敬
信
」
の
語
を
め
ぐ
っ
て

法
華
経
に
見
ら
れ
る
仏
身
観
私
論

「
本
ト
願
を
立
シ
」
考

大
智
度
論
に
お
け
る
法
華
経
の
把
握

嘉
祥
・
法
華
義
疏
に
お
け
る
信

『
観
心
本
尊
抄
」
に
お
け
る
本
時
考

単単
著著

単単単単単単単単単
著著著著著著著著著

単単単単
著著著著

昭
和
六
十
三
年

平
成
一
年

平
成
二
年

平
成
三
年

平
成
四
年

平
成
五
年

平
成
五
年

平
成
五
年

平
成
六
年

昭
和
五
十
九
年

昭
和
六
十
年

昭
和
六
十
一
年

昭
和
六
十
二
年

昭
和
五
十
八
年
三
月

昭
和
五
十
八
年
六
月

三
月

三
月

三
月

三
月

八
月

三
月

三
月

十
月

三
月

三
月

三
月

三
月

四
月

身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
五
六
号

身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
五
七
号

身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
五
八
号

野
村
耀
昌
博
士
古
稀
記
念
論
文
集

身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
六
十
号

身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
六
一
号

身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
六
二
号

身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
六
三
号

「
日
本
の
仏
教
」
山
喜
房
仏
書
林

身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
六
五
号

「
日
蓮
教
学
研
究
所
紀
要
」
第
二
十
号

田
賀
龍
彦
編
「
法
華
経
の
受
容
と
展
開
」

立
正
大
学
「
大
崎
学
報
」
第
一
五
○
号

身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
五
五
号

宮
崎
英
修
先
生
古
稀
記
念
論
文
集

「
仏
教
史
仏
教
学
論
集
」

「
日
蓮
教
団
の
諸
問
題
」

(13)



法
華
経
に
お
け
る
法
の
語
の
使
用
例

法
華
経
に
お
け
る
女
人
成
仏
に
就
い
て

単単
著著

平
成

平
成

十八

年年

三三

月 月
他
、
エ
ッ
セ
イ
な
ど
多
数

「
身
延
論
叢
」
創
刊
号

「
身
延
山
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
所
報
」

第
二
号

(14)



昭
和
二
十
六
年

昭
和
二
十
八
年

昭
和
三
十
三
年

昭
和
四
十
年

昭
和
四
十
四
年

昭
和
四
十
七
年

略
歴

‐

三
月

三
月

四
月

四
月

二
月

四
月

身
延
山
専
門
学
校
卒
業

立
正
大
学
文
学
部
史
学
科
卒
業

身
延
山
短
期
大
学
専
任
講
師

身
延
山
短
期
大
学
助
教
授

身
延
山
短
期
大
学
教
授

身
延
山
短
期
大
学
学
園
評
議
員 町営本

籍
地

生
年
月
日

現
住
所 田だ

是ぜ
山
梨
県
南
巨
摩
郡
身
延
町
身
延
三
三
九
二
番
地

昭
和
五
年
六
月
三
十
日

山
梨
県
南
巨
摩
郡
身
延
町
身
延
三
三
九
二
番
地

１
〕
よ
も
う正

先
生

(15)



昭
和
五
十
五
年

昭
和
五
十
八
年

昭
和
五
十
九
年

昭
和
六
十
年

平
成
四
年

平
成
七
年

平
成
十
二
年

昭
和
二
十
八
年
十
一
月

昭
和
二
十
八
年
十
一
月

昭
和
四
十
三
年
十
二
月

昭
和
四
十
九
年
四
月

昭
和
五
十
二
年
四
月

昭
和
五
十
三
年
四
月

平
成
四
年
十
一
月

平
成
九
年
四
月

学
会
及
び
社
会
に
お
け
る
活
動
等

二
月

五
月

二
月

二
月

四
月

四
月

三

月

身
延
山
短
期
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
所
長

立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
客
員
所
員

身
延
山
短
期
大
学
学
園
理
事

身
延
山
短
期
大
学
図
書
館
長

立
正
大
学
法
華
文
化
研
究
所
特
別
所
員

身
延
山
大
学
仏
教
学
部
教
授

身
延
山
大
学
名
誉
教
授

日
本
仏
教
学
会
会
員

東
京
大
学
史
学
会
会
員

民
生
・
児
童
委
員

身
延
町
社
会
教
育
委
員
会
委
員

立
正
大
学
史
学
会
会
員

身
延
町
文
化
財
審
議
会
委
員
（
委
員
長
）

厚
生
大
臣
特
別
表
彰
を
受
け
る

身
延
町
社
会
福
祉
協
議
会
会
長

(I6)



編
・
著
書

日
蓮
聖
人
と
身
延
山
・
第
七
巻
（
日
本
仏
教
の
心
・
全
十
二
巻
）

共
著
昭
和
五
十
六
年
三
月

身
延
山
史
年
表
共
編
昭
和
六
十
年
五
月

身
延
山
秘
話
外
史
単
著
平
成
二
年
十
二
月

日
蓮
聖
人
に
み
る
宗
教
思
想
単
著
平
成
五
年
四
月

目
で
見
る
峡
南
の
百
年
共
編
平
成
五
年
六
月

祖
山
・
身
延
中
興
の
祖
・
行
学
朝
師
の
業
績
共
著
平
成
十
一
年
五
月

学
術
論
文

解
放
前
夜
に
於
け
る
中
国
農
村
の
生
活
単
著
昭
和
二
十
九
年
八
月
身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
三
十
号

中
国
農
村
に
於
け
る
法
意
識
の
変
革
単
著
昭
和
三
十
一
年
八
月
身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
三
一
号

マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
に
於
け
る
「
資
本
主
義
の
精
神
」
の
研
究

単
著
昭
和
三
十
二
年
九
月
身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
三
二
号

華
北
村
落
に
於
け
る
宗
教
意
識
に
つ
い
て
単
著
昭
和
三
十
三
年
八
月
身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
三
三
号

画
の
．
キ
ュ
ァ
ビ
ー
中
国
史
学
の
基
礎
（
翻
訳
）
ａ
．
、
冒
息
風
冨
吋
ご
弓
言
昏
匡
且
Ｐ
三
目
ｇ
○
三
コ
①
路
三
里
ｏ
ご
）

研
究
業
績

ぎ
よ
う
せ
い

身
延
山
久
遠
寺

身
延
山
延
寿
坊

宝
文
館
出
版

郷
土
出
版
社

「
行
学
院
日
朝
上
人
』
（
身
延
山
久
遠
寺
）

(17)



日
蓮
聖
人
に
み
る
人
間
観
（
二

同
右
（
二
）

同
右
（
三
）

同
右
（
四
）

麦
積
山
石
窟
寺
院
に
つ
い
て

身
延
山
墓
碑
史
考
Ｉ
江
戸
期
諸
大
名
関
係
ｌ

マ
ヌ
法
典
に
み
る
雑
種
階
級

道
元
の
「
時
」
の
観
念
ｌ
有
時
に
つ
い
て
１

日
蓮
聖
人
の
時
間
論
ｌ
「
今
本
時
」
の
意
味
Ｉ

単
著

華
北
農
村
の
家
族
制
度
に
つ
い
て
単
著

同
右

同
右

マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
社
会
科
学
法
論
の
一
研
究

末
法
思
想
に
関
す
る
試
論

単単単単単
著著著著著

単
著

単単
著著

昭
和
四
十
六
年

昭
和
四
十
七
年

昭
和
四
十
八
年

昭
和
四
十
九
年

昭
和
五
十
年

昭
和
五
十
一
年

昭
和
五
十
三
年

昭
和
五
十
四
年

昭
和
五
十
五
年

昭
和
三
十
八
年
十
月

昭
和
四
十
四
年
八
月

昭
和
三
十
六
年

昭
和
三
十
七
年

昭
和
三
十
七
年

昭
和
四
十
一
年

月月月月月 月 月 月 月
一
月

二
月

八
月

一
月

身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
四
三
号

身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
四
四
号

身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
四
五
号

身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
四
六
号

身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
四
七
号

身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
四
八
号

身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
五
十
号

身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
五
一
号

身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
五
二
号

身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」

日
本
仏
教
学
会
編
「
鎌
倉
加

へ
学
「
棲
神
」

身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
三
四
号

身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
三
五
号

身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
三
六
号

身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
三
九
号

第
三
七
号

云
編
「
鎌
倉
仏
教
形
成
の

問
題
点
」
（
平
楽
寺
書
店
）

（ノ8）



修
道
誓
願
と
霊
性

誓
願
と
霊
性
１
日
蓮
の
誓
願
の
意
味
ｌ

立
教
誓
願
と
霊
性

東
西
文
化
の
源
泉
ｌ
霊
性
交
流
と
愛
ｌ

甲
斐
河
内
領
穴
山
氏
の
支
配
構
造

宗
教
倫
理
の
実
践
と
受
持
信
行

生
死
観
の
種
々
相

網
要
導
師
の
宗
学
意
識

日
蓮
聖
人
に
お
け
る
時
機
観
単
著
昭
和
五
十
九
年
三
月

マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
に
於
け
る
禁
欲
的
宗
教
倫
理
に
つ
い
て

単
著
昭
和
六
十
年
三
月

日
蓮
の
時
間
論
単
著
昭
和
六
十
年
九
月

日
蓮
に
お
け
る
時
機
観

単単単
著著著

単
著
昭
和
五
十
八
年
十
月

単単単単単
著著著著著

昭
和
五
十
五
年

昭
和
五
十
八
年

昭
和
五
十
八
年

昭
和
六
十
年

昭
和
六
十
二
年

昭
和
六
十
二
年

昭
和
六
十
三
年

昭
和
六
十
三
年

六三十
月 月 月

九
月

三
月

三
月

三
月

十
月

身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
五
三
号

身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
五
五
号

宮
崎
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
「
日
蓮
教

］
稀
記
念
論
文
集
「
日
蓮
教

身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
五
七
号

渡
辺
宝
陽
編
「
法
華
仏
教
の
仏
陀
論
．

日
本
仏
教
学
会
編
『
仏
教
に
於
け
る
時
機

観
」
（
平
楽
寺
書
店
）

身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
五
六
号

立
正
大
学
史
学
会
「
史
正
」
第
十
四
号

身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
五
八
号

身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
五
九
号

身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
六
十
号

日
蓮
教
学
研
究
大
会
特
別
記
念
講
演

立
正
大
学
「
大
崎
学
報
」
第
一
四
六
号 団

の
諸
問
題
」
（
平
楽
寺
書
店
）

衆
生
論
」
（
平
楽
寺
書
店
）

(ノ9）



武
田
・
穴
山
両
氏
の
対
身
延
山
政
策
単
著
平
成
二
年
三
月
身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
六
二
号

智
慧
と
慈
悲
（
上
）
単
著
平
成
三
年
身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
六
三
号

智
慧
と
慈
悲
（
中
）
平
成
四
年
身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
六
四
号

智
慧
と
慈
悲
（
下
）
平
成
五
年
身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
六
五
号

玄
葵
の
苦
難
の
旅
路
と
そ
の
業
績
（
翻
訳
）
燕
羽
「
玄
美
的
難
苦
経
歴
及
其
貢
献
」
（
北
京
・
新
知
山
聯
書
店
）

単
著
平
成
六
年
三
月
身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
六
六
号

古
代
イ
ン
ド
の
歴
史
意
識
単
著
平
成
八
年
二
月
「
勝
呂
信
静
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
』

法
華
経
に
み
る
実
践
と
し
て
の
智
慧

波
木
井
南
部
実
長
と
身
延
山

法
華
経
の
実
践
倫
理
と
菩
薩
行

六
牙
院
日
潮
上
人
の
功
業
と
著
作

単
著
平
成
十
一
年

単
著
平
成
九
年
二
月

単
著
平
成
九
年
十
一
月

単
著
平
成
九
年
三
月
「
身
延
山
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
所
報
」

浅
井
円
道
先
生
古
稀
記
念
論
文
集

「
日
蓮
教
学
の
諸
問
題
』
（
平
楽
寺
書
店
）

「
み
の
ぶ
」
六
牙
潮
師
特
輯
号

勝
呂
信
静
・
佐
々
木
孝
憲
共
編

「
法
華
経
の
思
想
と
展
開
」

立
正
大
学
法
華
経
文
化
研
究
所

（
身
延
山
久
遠
寺
）

（
山
喜
房
佛
書
林
）

創
刊
号

(20）



身
延
山
の
「
伝
説
」
考

そ
の
他

○
国
善
①
ぐ
ｏ
言
い
抄
冒
旦
、
豆
凰
言
巴

単
著
平
成
十
二
年
三
月

昭
和
五
十
八
年
九
月
第
三
一
回
国
際
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
人
文

科
学
会
議
（
京
都
国
際
会
館
）
発
表

他
、
エ
ッ
セ
イ
な
ど
多
数

「
身
延
山
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
所
報
」

第
四
号

(2I)



昭
和
二
十
六
年

昭
和
二
十
八
年

昭
和
二
十
八
年

昭
和
三
十
二
年

昭
和
三
十
二
年

昭
和
三
十
九
年

。
全

通

‘鱗溌-W闇嬢,〆ド

略
歴

三
月

四
月

三
月

四
月

四
月

三

月

身
延
山
専
門
学
校
本
科
卒
業

立
正
大
学
仏
教
学
部
宗
学
科
卒
業

立
正
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
仏
教
学
専
攻
（
修
士
課
程
）
入
学

立
正
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
仏
教
学
専
攻
（
修
士
課
程
）
修
了
（
文
学
修
士
）

身
延
山
短
期
大
学
識
師

身
延
山
短
期
大
学
助
教
授

本
籍
地

生
年
月
日

現
住
所

雲
？
え
だ

上
田

本院
山
梨
県
南
巨
摩
郡
身
延
町
下
山
二
七
九
番
地

昭
和
五
年
十
一
月
二
十
二
日

山
梨
県
南
巨
摩
郡
身
延
町
下
山
二
七
九
番
地

Ｉ
）
よ
も
つ昌

先
生

(23）



昭
和
四
十
七
年

昭
和
五
十
四
年

昭
和
五
十
九
年

平
成
五
年

平
成
七
年

平
成
七
年

平
成
十
年

平
成
十
二
年

昭
和
二
十
七
年
三
月

昭
和
二
十
九
年
四
月

昭
和
三
十
四
年
十
二
月

昭
和
四
十
四
年
四
月

昭
和
四
十
四
年
十
一
月

昭
和
五
十
三
年
四
月

昭
和
五
十
四
年
四
月

学
会
及
び
社
会
に
お
け
る
活
動
等

四
月

三十四四四五四
月月 月 月 月 月 月

身
延
山
短
期
大
学
教
授

身
延
山
短
期
大
学
図
書
館
長

学
校
法
人
身
延
山
短
期
大
学
学
園
理
事

学
校
法
人
身
延
山
短
期
大
学
学
園
評
議
員

身
延
山
大
学
仏
教
学
部
教
授

身
延
山
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
長

博
士
（
文
学
）
号
を
立
正
大
学
よ
り

身
延
山
大
学
名
誉
教
授

上
沢
寺
住
職

身
延
山
高
等
学
校
教
諭

民
生
・
児
童
委
員
（
十
期
）

日
本
仏
教
学
会
理
事

身
延
山
短
期
大
学
海
外
視
察
派
遣
教
授
と
し
て
イ
ン
ド
・
ネ
パ
ー
ル
・
タ
イ
等
東
南
ア
ジ
ア
各
国
を
歴
訪

立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
客
員
所
員

日
本
印
度
学
仏
教
学
会
評
議
員

(24）



昭
和
五
十
七
年

昭
和
六
十
年

昭
和
六
十
一
年

平
成
元
年

平
成
三
年

平
成
三
年

平
成
四
年

平
成
六
年

平
成
八
年

平
成
十
一
年

日
蓮
聖
人
に
お
け
る
法
華
仏
教
の
展
開

日
蓮
聖
人
の
救
済
観

日
蓮
聖
人
全
集
第
四
巻

日
蓮
教
学
と
そ
の
周
辺

研
究
業
績

編
・
著
書

五四十四六三四九十 一|‐
月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
望
月
学
術
償
受
賞

立
正
大
学
仏
教
学
会
監
事

日
蓮
宗
中
国
訪
問
使
節
団
と
し
て
、
天
台
山
を
始
め
主
要
都
市
を
訪
問
す
。

日
蓮
宗
勧
学
職

厚
生
大
臣
表
彰

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の
国
際
宗
教
者
集
会
に
出
席
、
ョ
－
ロ
ッ
パ
各
国
を
訪
問
。

立
正
大
学
法
華
経
文
化
研
究
所
特
別
所
員

南
米
開
教
四
十
周
年
記
念
大
会
副
団
長
と
し
て
ブ
ラ
ジ
ル
訪
問
。

身
延
町
文
化
協
会
々
長

日
蓮
宗
山
梨
県
第
一
部
宗
務
所
長
・
山
静
教
区
長

単
著

単
著

単
著

共
著

昭
和
五
十
七
年

昭
和
五
十
七
年

平
成
五
年

平
成
五
年

十三九十
月 月 月 月

平
楽
寺
書
店

国
際
情
報
社

春
秋
社

山
喜
房
仏
書
林

(25）



日
蓮
聖
人
と
守
護
神
信
仰

法
華
経
に
現
れ
た
仏
子
に
つ
い
て

日
蓮
聖
人
の
儒
教
観

日
蓮
聖
人
の
信
に
つ
い
て

法
華
経
と
文
学

文
学
、
芸
能
に
現
れ
た
日
蓮
聖
人

国
Ｓ
ｍ
吟
と
シ
』
シ
ｚ
弓
シ
の
石
窟
寺
院

日
蓮
聖
人
の
慈
悲
に
つ
い
て

日
蓮
教
学
に
お
け
る
開
会
思
想

「
俳
諾
文
学
」
「
仏
教
文
学
講
座
」
第
九
巻

「
俳
譜
文
学
と
仏
教
」
「
仏
教
文
学
の
構
想
」

学
術
論
文

単
著
昭
和
三
十
九
年
三
月
「
印
度
学
仏
教
学
研
究
」

単単単単
著著著箸

共
著

共
著

単
著
昭
和
四
十
七
年
十
一
月
講
座
日
蓮
Ｉ
「
日
蓮
と
法
華
経
』

単
著
昭
和
四
十
三
年
三
月
望
月
歓
厚
編
「
近
代
日
本
の
法
華
仏
教
」

単単
著著

平
成

平
成

昭
和
四
十
六
年
二
月

昭
和
四
十
七
年
十
月

昭
和
三
十
四
年
十
二
月

昭
和
三
十
七
年
三
月

昭
和
三
十
八
年
三
月

昭
和
三
十
八
年
十
二
月

八六

年
八
月

年
七
月

新勉
典誠
社社

身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
四
三
号

宮
崎
英
修
編
「
日
蓮
聖
人
研
究
」

身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
三
三
号

「
印
度
学
仏
教
学
研
究
」
第
二
○
号

「
印
度
学
仏
教
学
研
究
」
第
二
二
号

日
本
仏
教
学
会
編
「
仏
教
に
お
け
る
信
の

諸
問
題
（
平
楽
寺
書
店
）

第
十
二
巻
第
一
号

（
平
楽
寺
書
店
）

（
平
楽
寺
書
店
）

(26）



身
延
山
晩
年
に
お
け
る
日
蓮
聖
人

日
蓮
聖
人
に
お
け
る
衆
生
済
度
と
そ
の
機
能

弘
安
初
期
の
日
蓮
聖
人

阿
仏
房
に
つ
い
て

身
延
山
中
期
に
お
け
る
日
蓮
聖
人

日
本
文
学
と
法
華
経

日
蓮
聖
人
遡
文
註
釈
の
動
向

日
蓮
教
団
に
お
け
る
法
難
の
問
題

日
蓮
聖
人
に
お
け
る
唱
題
と
三
昧
に
つ
い
て

日
蓮
聖
人
に
お
け
る
仏
国
土
思
想

単
著
昭
和
四
十
九
年
十
二
月
茂
田
井
先
生
古
稀
記
念
論
文
集

単
著
昭
和
四
十
九
年
十
二
月
影
山
尭
雄
編
『
中
世
法
華
仏
教
の
展
開
』

単
著
昭
和
四
十
九
年
十
月
日
本
仏
教
学
会
編
「
仏
教
教
団
の
諸
問
題
』

単
著
昭
和
五
十
一
年
十
一
月

単単
著著

単単
著著

単単
著著

昭
和
五
十
二
年
三
月

昭
和
五
十
二
年
七
月

昭
和
五
十
年
九
月

昭
和
五
十
一
年
三
月

昭
和
五
十
四
年
十
二
月

昭
和
五
十
八
年
二
月

身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
四
七
号

野
村
耀
昌
編
『
法
華
経
信
仰
の
諸
形
態
』

身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」

「
印
度
学
仏
教
学
研
究
」

身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
五
一
号

日
本
仏
教
学
会
編
『
社
会
倫
理
と
仏
教
の

日
本
仏
教
学
会
編
”
「
仏
教
に
お
け
る
三
昧

思
想
」
（
平
楽
寺
書
店
）

子
「
棲
神
」
第
四
八
号

「
日
蓮
教
学
の
諸
問
題
」

第
二
六
巻
第
一
号

（
平
楽
寺
書
店
）

（
平
楽
寺
書
店
）

（
平
楽
寺
書
店
）

（
春
秋
社
）

(27）



弘
安
後
期
の
日
蓮
聖
人

身
延
山
に
お
け
る
日
蓮
聖
人
の
教
学

身
延
山
と
天
台
山

日
蓮
聖
人
初
期
の
受
茶
羅

日
蓮
聖
人
の
仏
陀
観

近
世
文
学
と
鬼
子
母
神
信
仰

日
蓮
聖
人
の
「
身
延
霊
山
」
考

日
蓮
聖
人
中
期
の
受
茶
羅

日
蓮
聖
人
身
延
入
山
の
研
究

日
蓮
聖
人
の
仏
陀
観

単
著

’
四
山
を
め
ぐ
っ
て
ｌ単

著
単
著
平
成
一
年
三
月
身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」

単単単
著著著

単
著
昭
和
六
十
年
九
月

単単
著著

単
著
昭
和
六
十
八
年
六
月
宮
崎
先
生
古
稀
記
念
論
文
集

昭
和
六
十
二
年

昭
和
六
十
三
年

昭
和
六
十
三
年

昭
和
六
十
二
年
四
月

昭
和
六
十
年
十
月

昭
和
五
十
八
年
十
二
月

昭
和
六
十
年
二
月

三三六

月 月 月

野
村
耀
昌
博
士
古
稀
記
念
論
文
集

『
仏
教
史
仏
教
学
論
集
」
（
春
秋
社
）

立
正
大
学
「
大
崎
学
報
」
第
一
四
三
号

身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
六
十
号

日
本
仏
教
学
会
編
「
仏
陀
観
」

渡
辺
宝
陽
編
『
法
華
経
の
仏
陀
論
と

衆
生
論
』
（
平
楽
寺
書
店
）

「
民
衆
宗
教
史
叢
書
」
第
九
巻
（
雄
山
閣
）

身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
五
五
号

中
村
瑞
隆
博
士
古
稀
記
念
論
文
集

「
仏
教
学
論
集
」
（
春
秋
社
）

機
能
』
（
平
楽
寺
書
店
）

「
日
蓮
教
団
の
諸
問
題
」

（
平
楽
寺
書
店
）

型
第
六
一
号

(28）



法
華
経
に
現
れ
た
一
心
に
つ
い
て
単
著
平
成
四
年
三
月
身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
六
四
号

日
蓮
聖
人
後
期
の
曼
茶
羅
に
つ
い
て
単
著
平
成
五
年
三
月
身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
六
五
号

身
延
山
か
ら
弟
子
に
与
え
ら
れ
た
日
蓮
聖
人
の
遺
文
に
つ
い
て

単
著
平
成
六
年
三
月
立
正
大
学
「
大
崎
学
報
」
第
一
五
○
号

日
蓮
聖
人
晩
年
に
弟
子
へ
与
え
ら
れ
た
遺
文
に
つ
い
て
ｌ
弘
安
一
・
二
年
を
中
心
と
し
て
ｌ

平
成
八
年
三
月
『
勝
呂
信
静
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
』

法
華
経
に
現
れ
た
法
師
と
化
人

一
心
観
仏

「
日
蓮
聖
人
最
晩
年
の
愛
茶
羅
に
つ
い
て
」
弘
安
四
・
五
年
を
中
心
と
し
て
ｌ

平
成
八
年
三
月
「
身
延
論
叢
」
創
刊
号

「
身
延
山
の
日
蓮
聖
人
と
檀
信
徒
」
平
成
八
年
十
二
月
「
印
度
学
仏
教
学
研
究
」
第
八
九
号

「
身
延
山
晩
年
に
弟
子
に
与
え
ら
れ
た
宗
祖
の
遺
文
に
つ
い
て
」
ｌ
弘
安
三
年
か
ら
五
年
に
か
け
て
ｌ

平
成
九
年
二
月

浅
井
円
道
先
生
古
稀
記
念
論
文
集

「
日
蓮
教
学
の
諸
問
題
」
（
平
楽
寺
書
店
）

「
日
蓮
聖
人
遺
文
に
現
れ
た
波
木
井
氏
」
平
成
九
年
三
月
「
身
延
山
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
所
報
」

単単
著著

平
成
二
年
三
月

平
成
三
年
十
二
月

身
延
山
短
期
大
学
「
棲
神
」
第
六
二
号

「
印
度
学
仏
教
学
研
究
」第

四
○
巻
第
一
号

（
山
喜
房
佛
書
林
）
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身
延
の
日
蓮
聖
人

日
本
文
学
に
現
れ
た
法
華
信
仰

身
延
山
に
お
け
る
日
蓮
聖
人

「
日
蓮
聖
人
教
学
研
究
の
現
状
と
展
望
」

「
身
延
期
に
お
け
る
日
蓮
聖
人
の
如
説
修
行
」

「
元
祖
化
導
記
（
上
巻
）
に
現
れ
た
御
遺
文
に
つ
い
て
」

そ
の
他

単
独

単
独

単
独
昭
和
五
十
八
年
九
月
国
際
東
洋
学
会
第
三
一
回
ア
ジ
ア
・

北
ア
フ
リ
カ
人
文
科
学
会
議

平
成
十
年

平
成
十
年

平
成
十
一
年

平
成
八
年
一
月
号
よ
り
連
載
月
刊
「
在
家
仏
教
」

平
成
十
年
五
月
号
よ
り
連
載
月
刊
「
法
華
』

他
、
エ
ッ
セ
イ
な
ど
多
数

三三三

月 月 月

立
正
大
学
「
大
崎
学
報
」
第
一
五
四
号

「
身
延
論
叢
」
第
三
号

「
身
延
山
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
所
報
」

（
於
京
都
市
国
際
会
議
会
館
）

第
三
号

創
刊
号

(釦）


